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高山市 将来の進路や仕事に関する意識・希望アンケートより  

調査対象 飛騨地域の高校及び特別支援学校高等部に通う本市在住の生徒（3年生 847人）2018 年 8月  

本レポートは、経済産業大臣の認定を受けた経営発達支援計画

に基づき作成・発刊いたします。今回は、高山市における担い

手育成に関するアンケートについて掲載しています。 

掲載内容についての詳しい内容、具体的な活用方法につきまし

ては、商工会までお気軽にお問合せ下さい。 

 

 

 

 

進路希望希望状況は、「就職希望」が 32.1％「進学希望」が 67.1%であり、進学先は愛知県、

東京都などの大学、専門学校へ進学が多いですが、卒業後は地元に戻り地元での就職希望が多

くなっています。 

飛騨地域で就職を希望する理由は、

「地元が好き」が 52.2%と半数を占

めており、「実家の近くで暮らした

い」など郷土愛を理由とする割合が

半数以上になっています。「就職し

たい会社がある」と「稼業を継ぐ必

要がある」は就職するにあたり第一

義的理由となる項目は、１割程度と

なっています。 

 高山南商工会 
https://www.gifushoko.or.jp/takayamaminami/ 

TEL 0577-52-3460  

FAX 0577-52-234３ 

飛騨地域にある会社や仕事に関

する認知度は、「あまり知らな

い」が 59.4%と最も高くなって

います。 

地元就職希望が多いにも拘わら

ず、高山市内の企業の認知度が

低いことがわかりました。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

〇アンケートの結果から見えてきたこと 

 高山市の高校生は「郷土の愛着度」が高く、進学先を卒業しても U ターンを希望する割合が高い

ことがわかりました。しかし、地元企業の認知度が低いため、認知度を向上させることが、高山市

の担い手育成の鍵になると思われます。インターシップ受け入れ企業を増やすことや、就職説明会

の開催など、少しでも高山市にどのような仕事・企業があるかを知ってもらうよう継続的に働きか

けを行う必要があると考えます。また、こどもの頃から、地域と関わる経験や地域の将来について

話し合う機会、地域の魅力を知る機会など、地元の良さを知ることで、地元への定住意向が高まる

可能性があると思います。 

高山市の人口（単位：人）資料：高山市 市民部    観光客入込者数（単位：人）資料：高山市 商工観光部 
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令和２年も残すところ１ヵ月となり

ました。コロナウイルス、大雨災害と

大変な年となりました。来年は平穏な

良い年を迎えたいですね。 

商工会は小規模事業者の味方です。ど

んなことでも結構ですので、遠慮なく

ご相談ください。 

         

 

コロナウイルス感染症対策で国や市か

ら支給された給付金、助成金等は、課

税、非課税が異なります。 

確定申告で誤りのないよう、ご注意く

ださい。 

 


